
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
年
）
４
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国

際
金
属
労
連
）
日
本
事
務
所
が
東
京
駅
八
重
洲
南
口

の
国
労
会
館
の
一
角
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
一

郎
氏
が
事
務
所
長
に
就
任
し
て
、
以
後
、
１
９
６
４

年
５
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
結
成
ま
で
の
７
年
間
、
長

い
苦
難
に
満
ち
た
オ
ル
グ
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。１

９
６
４
年
５
月
16
日
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
結
成
大

会
を
行
い
ま
し
た
が
、
結
成
当
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ

本
部
は
、
国
労
会
館
の
中
に
設
置
さ
れ
て
い
た
Ｉ
Ｍ

Ｆ
日
本
事
務
所
の
一
角
を
借
り
て
事
務
局
を
置
き
ま

し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
傘
下
組
合
で
同
盟
系
の
組

合
の
役
員
た
ち
は
特
に
、
総
評
の
中
の
過
激
な
組
合

で
あ
る
国
労
に
反
発
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
国

労
会
館
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
事
務
所
に
来
る
の
を
嫌
が

る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

そ
の
時
は
、
ま
だ
、
専
従
役
員
は
瀬
戸
事
務
局
長

一
人
で
、
専
従
ス
タ
ッ
フ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所

の
２
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
Ｊ
Ｃ
の
仕
事
も
兼
任
し
て
、

広
報
か
ら
資
料
作
成
ま
で
一
人
何
役
も
し
て
日
常
業

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

結
成
当
初
の
事
務
所
の
様
子

”
結
成
当
初
は
事
務
局
の
専
従
役
員
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日

本
事
務
所
の
瀬
戸
事
務
局
長
だ
け
で
、
た
っ
た
２
人

の
ス
タ
ッ
フ
（
小
島
正
剛
さ
ん
と
安
斉
智
子
さ
ん
・

写
真
下
）
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
所
属
で
兼
務
で

し
た
。
３
階
に
あ
っ
た
う
な
ぎ
の
寝
床
の
よ
う
な
日

本
事
務
所
を
７
階
に
移
し
て
Ｊ
Ｃ
と
兼
用
に
し
た
の

で
す
。
家
主
は
国
労
で
し
た
が
、
日
本
事
務
所
が
Ｊ

Ｃ
に
母
屋
を
貸
し
た
か
た
ち
で
す
ね
。
２
０
０
平
米

ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
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Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
事
務
局
は
、
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
５
月
16
日

の
結
成
以
来
、
Ｊ
Ｃ
運
動
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｃ
事
務
所
は
、

こ
の
40
年
間
、
３
度
変
わ
り
ま
し
た
。
68
年
11
月
ま
で
の
４
年
半
は
、

国
労
会
館
の
中
に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
「
国
労
会
館
時
代
」
で
す
。

２
番
目
は
、
68
年
11
月
よ
り
２
０
０
３
年
12
月
ま
で
東
京
駅
八
重
洲

南
口
近
く
の
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
で
40
年
の
歴
史
の
う
ち
大
半
の
35
年

を
過
ご
し
た
「
八
重
洲
時
代
」
で
す
。
そ
し
て
昨
年
12
月
に
移
転
し

た
日
本
橋
の
宝
明
治
安
田
ビ
ル
で
の
「
日
本
橋
時
代
」
で
す
。
三
つ

の
時
代
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｃ
事
務
局
の
40
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

国
労
会
館
時
代

結
成
当
初
の
Ｊ
Ｃ
事
務
所
の
様
子
（
国
労
会
館
内
）

１
９
６
４.

５.

16
〜
１
９
６
８.

11.

24

●
４
年
間
６
カ
月



当
初
は
什
器
備
品
も
整
わ
ず
、
コ
ピ
ー
機
も
な
か

っ
た
し
。
今
は
博
物
館
入
り
の
ガ
リ
版
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。
原
紙
を
き
る
の
に
鉄
筆
に
均
等
に
力
を
入

れ
て
書
か
な
い
と
、
プ
リ
ン
ト
し
た
文
字
に
濃
淡
が

出
て
し
ま
っ
て
読
み
に
く
い
。
そ
の
う
ち
国
産
の
コ

ピ
ー
マ
シ
ン
が
出
た
の
で
買

い
込
ん
だ
の
で
す
が
、
使
用

す
る
コ
ピ
ー
液
の
に
お
い
が

強
烈
で
辟
易
し
た
も
の
で
す
。

し
か
も
、
印
刷
し
た
紙
は
長

持
ち
し
な
く
て
、
す
ぐ
に
色

あ
せ
た
り
し
て
保
存
に
は
適

し
な
か
っ
た
。

英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
も
の

を
使
い
ま
し
た
。
和
文
タ
イ

プ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

折
か
ら
売
り
込
み
の
始
ま
っ

た
カ
タ
カ
ナ
の
タ
イ
プ
を
仕

入
れ
て
、
な
ん
と
福
間
議
長

が
み
ず
か
ら
打
ち
込
ん
で
常

任
幹
事
会
の
資
料
作
り
を
し

て
お
ら
れ
た
の
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。

雑
誌
の
編
集
・
発
行
も
日

本
事
務
所
の
協
力
で
実
現
し

た
の
で
す
が
、
各
単
産
報
告

の
欄
な
ど
で
産
別
担
当
者
の

協
力
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

手
弁
当
で
の
手
作
り
と
い
っ

た
と
こ
ろ
“（
小
島
正
剛
さ
ん

談
）

の
事
務
所
へ
私
が
電
機
労
連
（
現
・
電
機
連
合
）
か

ら
、
派
遣
さ
れ
て
国
労
会
館
へ
赴
い
た
の
は
、
昭
和

43
年
（
１
９
６
８
年
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は

瀬
戸
一
郎
さ
ん
が
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
か
ら
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
一
室

で
、
私
の
机
と
イ
ス
の
入
る
余
地
も
な
い
狭
い
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

私
は
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ

Ｃ
結
成
に
合
わ
せ
て
、
短
い
期
間
で
「
東
海
地
連
」

を
結
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
と
き
明
電
舎

労
組
の
堀
田
清
一
さ
ん
の
オ
ー
ト
バ
イ
で
オ
ル
グ
し

た
手
腕
が
買
わ
れ
て
、
Ｊ
Ｃ
本
部
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ

ー
と
し
て
事
務
局
入
り
し
た
。

瀬
戸
さ
ん
の
下
で
Ｊ
Ｃ
活
動
を
取
り
仕
切
っ
て
い

た
の
は
、
中
村
卓
彦
さ
ん
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
私
は

電
機
労
連
を
出
る
と
き
に
広
げ
た
大
風
呂
敷
「
２
０

０
万
金
属
労
働
組
合
の
組
織
を
創
っ
て
き
ま
す
」
と

い
う
目
標
に
ど
う
対
処
す
る
か
を
考
え
れ
ば
よ
か
っ

た
。文

章
の
巧
み
な
中
村
卓
彦
さ
ん
は
夜
遅
く
ま
で
事

務
所
で
原
稿
を
書
い
て
い
た
。
右
手
に
万
年
筆
、
左

で
は
ジ
ョ
ニ
黒
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
飲
み
な
が
ら
、
そ

の
左
手
の
グ
ラ
ス
が
少
し
揺
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

頃
、
彼
は
出
身
の
新
日
鉄
労
連
会
長
と
し
て
戻
っ
て

行
っ
た
。“（
久
野
治
さ
ん
談
）

事
務
所
移
転
検
討
委
員
会
は
、
活
動
の
拡
大
と
専

従
役
員
の
配
置
に
よ
っ
て
事
務
所(

国
鉄
労
働
会
館)

が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
新
事
務
所
を
三
徳
八
重
洲

ビ
ル
に
移
転
す
る
こ
と
を
決
め
、
68
年
11
月
24
日
に

移
転
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
組
合
役
員
の
専
従
体
制
は
、
66

年
３
月
の
賃
金
闘
争
時
に
臨
時
専
従
体
制
が
敷
か

れ
、
桜
井
一
夫
常
任
幹
事(

電
機
労
連)

が
半
専
従
と

な
っ
た
の
が
初
め
て
で
す
。

68
年
結
成
５
年
目
を
迎
え
た
Ｊ
Ｃ
は
意
欲
に
満
ち

た
活
動
を
展
開
し
、
将
来
と
も
政
策
と
力
量
を
持
つ

労
働
団
体
と
し
て
飛
躍
し
て
い
く
た
め
に
、
組
織
機

構
と
活
動
体
制
の
確
立
の
軸
と
も
い
う
べ
き
事
務
局

の
体
制
強
化
と
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
部
事
務
局
の
専
従
役
員
体
制
は
、
鉄

鋼
労
連
か
ら
中
村
卓
彦
（
３
月
１
日
付
）、
自
動
車

労
連
か
ら
皆
川
文
雄
（
３
月
18
日
付
）、
電
機
労
連

か
ら
桜
井
一
夫
に
代
わ
っ
て
久
野
治
（
７
月
10
日
付
）

三
常
任
幹
事
が
専
従
役
員
（
事
務
局
次
長
）
と
し
て

着
任
、
そ
れ
ぞ
れ
組
織
、
調
査
、
教
宣
の
各
部
門
を

担
当
、
従
来
の
専
門
委
員
会
は
そ
の
ま
ま
存
置
し
専

従
役
員
が
主
査
と
な
り
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
68
年
10
月
か
ら
事
務
局
体
制
の
確
立
と
執

行
体
制
の
強
化
の
た
め
に
、
６
専
門
部
制
（
総
務
、

国
際
、
組
織
、
労
働
、
調
査
、
教
育
宣
伝
）
が
設
置

さ
れ
、
部
員
制
が
し
か
れ
ま
し
た
。
な
お
、
従
来
の

専
門
委
員
会
の
う
ち
、
産
業
政
策
研
究
委
員
会
、
国

際
交
流
委
員
会
、
財
政
委
員
会
、
事
務
所
移
転
検
討

委
員
会
（
移
転
完
了
と
同
時
に
解
散
）
の
４
専
門
委

員
会
は
従
来
通
り
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
専
従
事
務
局
次

長
と
し
て
赴
任

”
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
（
国
際
金
属
労
連
日
本
協
議
会
）

66
年
６
月
の
第
４
回
総
会
に
向
け
て
の
常
任
幹
事
会
（
国
労
会
館
内
事
務
所
）

国
労
会
館
時
代
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者
が
優
先
す
る
」
と
仰
る
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。
そ

こ
で
私
は
「
わ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
本
部
が
ス
イ
ス
国
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
り
、
送
金
に
少
し
時
間
が
か
か
る
の

で
待
っ
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
に
し
て
話
を
切
り
上

げ
、
そ
の
間
に
お
金
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
こ
で
頼
り
に
な
る
の
は
議
長
を
出
し
て
い
る
電

機
労
連
。
委
員
長
は
清
田
晋
亮
さ
ん
、
副
委
員
長
は

竪
山
利
文
さ
ん
。
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｃ
に
理
解
を
持
っ
て

い
る
方
ば
か
り
で
あ
る
が
、
即
座
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
そ
こ
で
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
電
機
労
連

に
加
盟
し
て
い
る
、
日
立
、
東
芝
、
三
菱
と
い
っ
た

大
手
中
闘
組
合
の
連
署
に
よ
る
、
東
京
労
働
金
庫
か

ら
の
借
金
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
何
と
か
敷
金
を
捻
出
し
て
、
三
徳
八
重

洲
ビ
ル
の
新
事
務
所
に
移
っ
た
も
の
の
、
家
賃
は
国

労
会
館
時
代
の
10
倍
以
上
と
な
っ
た
こ
と
に
は
驚
か

さ
れ
た
。“（
久
野
治
さ
ん
談
）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
本
部
事
務
局
は
、
結
成
40
年
の
内
、

実
に
35
年
間
を
こ
の
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
で
過
ご
し
ま

し
た
。

こ
の
間
、
議
長
は
、
福
間
知
之
初
代
議
長
（
１
９

６
４
年
か
ら
73
年
８
月
ま
で
）、
宮
田
義
二
第
２
代

議
長
（
73
年
９
月
か
ら
84
年
８
月
ま
で
）、
中
村
卓

彦
第
３
代
議
長
（
１
９
８
４
年
９
月
か
ら
90
年
８
月

ま
で
）、
得
本
輝
人
第
４
代
議
長
（
１
９
９
０
年
９

月
か
ら
２
０
０
０
年
８
月
ま
で
）、
草
野
忠
義
第
５

代
議
長
（
２
０
０
０
年
９
月
か
ら
01
年
８
月
ま
で
）、

鈴
木
勝
利
第
６
代
議
長
（
２
０
０
１
年
９
月
か
ら
04

年
８
月
ま
で
）
と
、
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
は
、
初
代
か

ら
６
代
ま
で
の
議
長
時
代
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

結
成
当
初
の
60
年
代
、
70
年
代
は
じ
め
の
頃
は
、

今
ま
で
事
務
所
の
あ
っ
た
国
労
会
館
と
新
し
い
事

務
所
で
あ
る
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
と
は
、
実
は
外
堀
通

り
を
挟
ん
で
向
か
い
側
に
立
っ
て
お
り
、
距
離
に
す

る
と
20
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
住
所
は
、
外
堀
通
り
が
区
の
境
界

線
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
の
千
代
田
区
丸
の

内
か
ら
、
中
央
区
八
重
洲
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
や
っ
て
、
こ
の
三
徳
八
重
洲
ビ
ル
の
事
務
所

を
発
見
し
た
の
か
、
当
時
の
専
従
事
務
局
次
長
で
あ

っ
た
久
野
治
さ
ん
の
証
言
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。

三
徳
八
重
洲
ビ
ル
新
事
務

所
移
転
顛
末
記

”
国
際
労
働
運
動
も
経
済
の
国
際
化
を
迎
え
る
。

64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
弾
み
と
し

て
、
そ
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
超
高
層
の
あ
け
ぼ
の
」

と
呼
ば
れ
た
霞
ヶ
関
ビ
ル
が
竣
工
し
た
。
地
上
36
階
、

地
下
３
階
、
高
さ
１
４
７
メ
ー
ト
ル
は
、
建
設
を
施

工
し
た
鹿
島
建
設
の
あ
る
八
重
洲
口
周
辺
は
、
地
す

べ
り
を
起
こ
し
ビ
ル
は
空
っ
ぽ
の
状
況
を
呈
し
始
め

る
。
私
は
瀬
戸
さ
ん
と
国
労
会
館
の
眼
下
に
展
開
す

る
日
通
ト
ラ
ッ
ク
の
移
動
に
目
を
見
張
っ
た
。

国
労
会
館
は
総
評
労
働
運
動
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
。

私
た
ち
の
運
動
理
念
が
「
労
働
組
合
主
義
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
彼
ら
は
「
階
級
的
労
働
運
動
」
を
標
榜

し
て
争
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
手
狭
と
い
う
こ
と
よ

り
、
Ｊ
Ｃ
運
動
の
拠
点
と
し
て
不
向
き
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
八
重
洲
に
林
立
す
る
ビ
ル
に
空
き
室
が
突
然

変
異
の
よ
う
に
現
出
し
た
。
こ
の
と
き
、
議
長
で
あ

る
福
間
知
之
さ
ん
、
事
務
局
長
の
瀬
戸
一
郎
さ
ん
、

そ
し
て
中
村
卓
彦
さ
ん
に
私
、
そ
れ
に
事
務
局
員
で

あ
る
小
島
正
剛
さ
ん
、
安
斉
智
子
さ
ん
、
皆
、
国
労

会
館
を
出
る
こ
と
に
依
存
は
無
か
っ
た
。

そ
こ
で
選
び
出
さ
れ
た
の
が
、
八
重
洲
側
に
立
つ

三
徳
八
重
洲
ビ
ル
と
い
う
瀟
洒
な
高
層
ビ
ル
で
あ
っ

た
。国

労
会
館
と
は
外
堀
通
り
を
挟
ん
で
真
向
か
い
に

立
っ
て
い
た
か
ら
、
早
速
に
私
が
飛
ん
で
い
っ
て
持

ち
主
の
尾
島
社
長
に
、「
１
フ
ロ
ア
ー
を
お
借
り
し

た
い
」、
と
申
し
入
れ
た
。
す
る
と
社
長
に
「
お
金

を
持
っ
て
来
た
か
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
「
お
金
は

な
い
が
契
約
し
た
い
」
と
。
社
長
は
即
座
に
「
そ
れ

は
駄
目
、
私
の
目
の
前
に
一
番
早
く
敷
金
を
置
い
た

八
重
洲
時
代
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国
労
会
館
か
ら
八
重
洲
の
事
務
所
に
移
転
、
新
会
議
室
で
の
常
任

幹
事
会
（
68.

11
）

１
９
６
８.

11.

24
〜
２
０
０
３.

12.

22

●
35
年
間



通
信
手
段
は
も
っ
ぱ
ら
電
話
と
郵
便
で
し
た
。
ま
だ
、

ワ
ー
プ
ロ
も
な
く
、
文
書
も
手
書
き
が
主
で
、
重
要

な
も
の
だ
け
は
、
印
刷
所
に
出
し
て
活
版
で
印
刷
に

し
て
い
ま
し
た
。
国
際
活
動
の
面
で
は
、
手
動
の
英

文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
が
主
流
で
し
た
。
特
に
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
本
部
と
の
通
信
手
段
は
大
変
で
し
た
。

草
創
期
の
事
務
局

三
徳
八
重
洲
ビ
ル
に
移
っ
た
頃
、
１
９
６
８
年
11

月
当
時
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
組
織
人
員
は
、
１
１
０

万
人
程
度
で
し
た
。
組
織
人
員
の
増
加
と
活
動
の
活

発
化
に
伴
い
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
は
68
年
９
月
の
第
７

事務所での作業風景（６６年当時国労会館内）

移
っ
た
状
態
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
が
”Ｊ
Ｃ
バ
ー
“

と
あ
だ
名
さ
れ
た
、
事
務
所
の
一
隅
で
の
酒
房
開
き

で
あ
る
。

幸
い
、
Ｊ
Ｃ
に
は
海
外
か
ら
労
働
組
合
役
員
並
び

に
関
係
者
の
来
客
が
多
い
。
そ
し
て
彼
ら
が
免
税
で

持
参
し
た
ウ
ィ
ス
キ
ー
等
を
お
土
産
に
置
い
て
い
か

れ
る
。
と
き
は
「
ト
リ
ス
を
飲
ん
で
ハ
ワ
イ
へ
行
こ

う
」
と
い
う
コ
ピ
ー
が
売
れ
て
い
た
時
代
。

Ｊ
Ｃ
に
は
高
級
ウ
ィ
ス
キ
ー
が
あ
る
と
い
う
噂
は

口
コ
ミ
で
広
が
っ
た
。
お
お
よ
そ
午
後
３
時
過
ぎ
に

な
る
と
、
新
聞
社
、
雑
誌
社
、
労
働
組
合
役
員
の
誰

彼
と
無
く
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
さ
な
が

ら
梁
山
泊
で
あ
っ
た
。
常
連
客
の
よ
う
な
人
達
も
出

来
、
労
働
界
へ
の
意
見
も
ま
た
百
家
争
鳴
で
賑
や
か

回
拡
大
協
議
委
員
会
で
の
68
年
度
活
動
方
針
の
中

で
、
専
門
部
及
び
各
種
委
員
会
を
設
置
し
、
活
動
の

多
角
化
に
対
応
し
た
事
務
局
体
制
の
整
備
と
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
専
門
部
は
６
専
門
部
（
総
務
、
国
際
、

組
織
、
労
働
、
調
査
、
教
育
宣
伝
）
と
し
ま
し
た
。

当
時
の
専
門
部
役
員
編
成
表
を
見
る
と
、
総
務
部
、

国
際
部
の
部
長
は
瀬
戸
事
務
局
長
が
担
当
、
副
部
長

に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
小
島
正
剛
さ
ん
が
兼
務
で

担
当
し
て
お
り
、
総
務
部
、
国
際
部
に
は
そ
の
他
部

員
と
し
て
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
配
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
の
組
織
部
、
労
働
部
、
調

査
部
、
教
宣
部
は
、
部
長
は
専
従
事
務
局
次
長
３
名

で
分
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
副
部
長
、
部
員
は
産
別

の
役
員
が
非
専
従
で
担
当
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

し
た
。

ま
た
、
専
門
委
員
会
と
し
て
は
、
産
業
政
策
研
究

委
員
会
、
国
際
交
流
委
員
会
、
財
政
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
草
創
期
の
事
務
所
は
ど
の
よ
う
な
様
子
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
初
期
代
の
専
従
事
務
局
次
長

だ
っ
た
久
野
治
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｃ
バ
ー
を
通
じ
て
組
織

拡
大

”
草
創
期
の
Ｊ
Ｃ
は
財
政
的
に
言
え
ば
貧
乏
暮
ら

し
で
あ
っ
た
。
大
手
労
連
の
加
盟
費
の
納
入
遅
延
が

あ
る
と
、
事
務
局
員
の
給
与
支
払
い
も
で
き
ず
、
隣

の
大
和
銀
行
に
駆
け
込
み
も
す
る
こ
と
も
再
々
と
い

う
始
末
。
そ
こ
へ
家
賃
の
大
幅
な
ア
ッ
プ
で
、
い
や

で
も
組
織
の
拡
大
は
至
上
命
令
。
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

と
し
て
事
務
局
入
り
し
た
私
の
尻
尾
に
は
火
が
燃
え

外資系労組連絡会議（八重洲ＪＣ本部）

八
重
洲
時
代
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手
書
き
で
書
か
れ
て
お
り
、
３
８
６
頁
と
分
厚
い
の

で
す
が
、
翌
81
年
９
月
10
日
の
第
20
回
定
期
大
会
議

事
録
は
ワ
ー
プ
ロ
打
ち
と
な
っ
て
お
り
、
ペ
ー
ジ
数

も
１
５
７
頁
と
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
幾
度
か
の
専
門
局
の
改
編
を
経
て
、
２

で
あ
り
、
労
働
戦
線
統
一
の
機
運
も
こ
う
し
た
議
論

か
ら
生
ま
れ
、
私
の
オ
ル
グ
活
動
も
こ
う
し
た
良
き

人
脈
と
良
き
紹
介
者
に
恵
ま
れ
て
確
実
に
成
果
に
結

び
つ
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

中
で
も
後
年
、
私
が
”Ｊ
Ｃ
の
応
援
団
長
“
と
評

し
た
「
週
刊
労
働
ニ
ュ
ー
ス
」
の
編
集
長
、
芦
村
庸

介
さ
ん
。
ま
た
「
月
刊
経
営
と
労
働
」
を
発
行
し
て

お
ら
れ
た
銀
座
出
版
社
の
内
海
一
栄
さ
ん
の
存
在
は

忘
れ
難
い
。

か
く
し
て
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）
夏
に
は

「
外
資
系
労
組
連
絡
会
議
」
が
結
成
。
ま
た
、
本
田

技
研
、
キ
ヤ
ノ
ン
と
言
っ
た
有
力
企
業
労
組
も
直
接

加
盟
を
な
し
、
一
方
で
は
日
産
を
中
心
と
す
る
「
自

動
車
労
連
」
と
、
ト
ヨ
タ
を
中
心
と
し
た
「
全
国
自

動
車
」
の
間
に
も
統
一
（
１
９
７
２
年
自
動
車
総
連

結
成
）
へ
の
芽
生
え
が
出
来
、
Ｊ
Ｃ
の
役
割
は
、
他

方
で
の
「
Ｊ
Ｃ
春
闘
」
と
い
う
呼
称
と
と
も
に
、
確

実
に
地
歩
を
固
め
て
い
っ
た
。

組
織
を
あ
げ
て
加
盟
を
求
め
る
オ
ル
グ
活
動
も
、

ま
た
分
断
さ
れ
て
い
る
組
織
と
組
織
が
、
固
く
手
を

握
り
合
っ
て
統
一
で
き
る
の
も
、
所
詮
は
人
と
人
と

の
間
に
、
人
間
と
し
て
の
信
頼
関
係
が
出
来
る
か
ど

う
か
で
決
ま
る
。

か
よ
う
な
意
味
で
、
私
が
約
束
通
り
２
０
０
万
金

属
労
働
者
の
結
集
体
、
と
の
Ｊ
Ｃ
の
飛
躍
発
展
を
見

届
け
て
、
労
働
界
か
ら
引
退
で
き
た
の
も
Ｊ
Ｃ
バ
ー

の
お
陰
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。“（
久
野
治
さ
ん
談
）

事
務
局
体
制
の
強
化

１
９
７
５
年
９
月
の
第
14
回
総
会
に
正
式
に
答
申

さ
れ
た
組
織
機
構
特
別
委
員
会
答
申
（
柳
澤
錬
造
委

員
長
）
を
受
け
て
、
75
年
12

月
の
第
18
回
協
議
委
員
会

で
、
従
来
の
専
門
部
を
５
専

門
局
（
総
務
局
、
国
際
局
、

組
織
局
、
労
働
調
査
局
、
教

宣
局
）
と
す
る
な
ど
、
事
務

局
体
制
と
各
種
専
門
委
員
会

に
お
け
る
権
限
と
責
任
を
明

確
化
し
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
10
月
に
は
、

第
１
回
常
任
幹
事
会
で
Ｉ
Ｍ

Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
本
部
機
構
見
直
し

に
関
す
る
次
の
事
項
を
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。
①
Ｊ
Ｃ

の
専
門
局
で
は
、
教
宣
局
を

広
報
局
に
名
称
変
更
。
従
来

の
労
働
調
査
局
を
調
査
局
と

企
画
局
に
分
け
、
調
査
局
は

主
と
し
て
労
働
諸
条
件
の
調

査
・
分
析
、
企
画
局
は
産
業

政
策
、
多
国
籍
企
業
対
策
な

ど
の
業
務
に
重
点
を
置
い
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
専
門
局
は
、

従
来
の
５
局
か
ら
、
６
局
体

制
（
総
務
、
国
際
、
調
査
、

企
画
、
組
織
、
広
報
）
と
な

り
ま
し
た
。

事
務
局
の
事
務
処
理
技
術
も
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
定
期
大
会
議
事
録
を
見
る
と
、
そ
の
変

化
が
わ
か
り
ま
す
。
１
９
８
０
年
９
月
10
日
に
開
催

さ
れ
た
第
19
回
定
期
大
会
の
議
事
録
は
、
万
年
筆
の

八
重
洲
時
代
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Ｊ
Ｃ
事
務
所
入
口
で
海
外
来
賓
と
（
76.

９
、
八
重
洲
）



０
０
０
年
９
月
の
大
会
は
従

来
の
４
局
体
制
（
総
務
、
組

織
、
企
画
、
国
際
）
を
、
数

は
変
え
ず
に
専
門
局
の
再
編

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
策
・

制
度
要
求
活
動
の
重
要
性
が

増
大
す
る
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
に
、
企
画
局
を
、
政

策
・
制
度
要
求
活
動
と
産
業

政
策
活
動
を
担
当
す
る
政
策

局
と
、
総
合
生
活
改
善
闘
争

や
労
働
調
査
、
最
賃
な
ど
を

担
当
す
る
労
働
政
策
局
に
分

割
す
る
と
共
に
、
総
務
局
と

組
織
局
を
統
合
し
、
現
在
の

４
局
体
制
（
組
織
総
務
、
労

働
政
策
、
政
策
、
国
際
）
と

な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
結
成
当
初
、
そ
の
事

務
所
の
一
角
を
お
借
り
し
て

い
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
は
、

そ
の
後
、
１
９
７
３
年
１
月

か
ら
東
ア
ジ
ア
地
域
オ
ル
グ
の
た
め
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ

ア
地
域
事
務
所
に
改
編
し
ま
し
た
。
担
当
地
域
は
、

従
来
の
日
本
に
加
え
て
、
中
華
民
国
、
香
港
、
韓
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
９
カ
国
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
98
年
７
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
南

ア
ジ
ア
事
務
所
が
開
設
し
た
た
め
、
担
当
地
域
は
日

本
、
韓
国
、
中
華
民
国
、
香
港
の
四
カ
国
地
域
と
な

り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
は
、
１
９
５
７
年

４
月
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
と
し
て
東
京
に
開
設
し

て
以
来
、
45
年
間
、
日
本
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
地
域

の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
活
動
の
基
盤
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
発

揮
し
、
初
期
の
目
的
を
遂
行
し
た
た
め
、
２
０
０
２

年
６
月
30
日
に
発
展
的
に
閉
所
し
ま
し
た
。
７
月
１

日
の
閉
所
式
に
お
い
て
、
マ
レ
ン
タ
ッ
キ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書

記
長
は
、
瀬
戸
一
郎
氏
、
小
島
正
剛
氏
、
畑
恒
夫
氏

の
三
代
の
代
表
の
功
績
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、

「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス

は
今
後
と
も
強
化
す
る
。
当
面
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
直
轄

と
し
て
鎌
田
Ｓ
Ｅ
Ｏ
が
そ
の
一
部
を
引
き
継
ぐ
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
と
し
て
も
今
後
も
ア
ジ
ア
に
力
点
を
置
き
、
活

動
を
展
開
す
る
の
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
引
き
続
き

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
35
年
間
の
八
重
洲
時
代
は
、
三
徳
八
重
洲
ビ

ル
の
２
フ
ロ
ア
ー
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
当
初
は

４
階
と
６
階
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
82
年
頃
に
ち
ょ

う
ど
３
階
が
空
い
た
の
で
、
６
階
か
ら
３
階
に
移
動

し
、
事
務
所
は
３
階
と
４
階
の
つ
づ
き
と
な
り
ま
し

た
。６

階
か
ら
３
階
に
資
料
セ
ン
タ
ー
の
資
料
を
お
ろ

す
の
は
一
苦
労
で
し
た
。
企
画
局
の
浅
井
氏
と
国
際

局
の
樋
口
さ
ん
を
中
心
に
運
搬
し
た
の
で
す
が
、

「
人
数
も
少
な
く
と
て
も
大
変
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
」
と
浅
井
氏
が
述
べ
て
い
ま
す
。

以
降
、
議
長
が
専
従
の
時
、
非
専
従
の
時
と
少
し

ず
つ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
な
が
ら
、
４
階
は
主
に

執
務
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
３
階
は
会
議
室
ス
ペ
ー
ス

と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て

き
ま
し
た
。
一
時
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
ア
ジ
ア
地
域
事
務

所
と
国
際
局
が
３
階
に
お
り
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
事
務
局
と
し
て
の
一
体
感
に
か
け
る
た
め
、

八
重
洲
時
代

21 IMF JC 2004 Summer ＆ Autumn

Ｊ
Ｃ
集
中
回
答
日
の
事
務
局
風
景
（
96
・
３
、
八
重
洲
・
Ｊ
Ｃ
本
部
）

ＪＣ集中回答日の記者会見（03.３、八重洲・ＪＣ本部３Ｆ会議室）

机
と
机
の
間
隔
を
縮
め
て
、
１
フ
ロ
ア
ー
化
を
実
現

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
か
ん
せ
ん
鉛
筆
ビ
ル
で
、

１
フ
ロ
ア
ー
の
ス
ペ
ー
ス
自
体
が
狭
く
、
ま
た
更
な

る
機
能
強
化
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
も
う
ス
ペ
ー

ス
的
に
対
応
で
き
な
い
な
ど
限
界
に
達
し
て
い
ま
し

た
。ビ

ル
自
体
も
老
巧
化
し
、
安
全
上
の
問
題
も
出
て

き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
事
務
局
機
能
の
強
化
の
面

か
ら
も
、
事
務
所
移
転
の
構
想
が
２
０
０
４
年
度
活

動
方
針
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
駅
近
辺
で
物
色

し
た
と
こ
ろ
、
日
本
橋
に
適
当
な
ビ
ル
が
見
つ
か
り
、

常
任
幹
事
会
の
確
認
を
得
た
上
で
、
12
月
22
日
に
移

転
し
ま
し
た
。



２
０
０
３
年
12
月
22
日
（
月
）
の
前
の
週
末
に
35

年
間
と
い
う
長
い
歴
史
を
刻
ん
だ
三
徳
八
重
洲
ビ
ル

に
別
れ
を
告
げ
、
日
本
橋
の
「
宝
明
治
安
田
ビ
ル
４

階
」
へ
の
引
越
し
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
事
務

所
は
、
日
本
橋
の
新
名
所
”Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
コ
レ

ド
）
“
を
す
ぐ
目
の
前
に
臨
む
昭
和
通
り
に
面
し
て

位
置
し
て
い
ま
す
。

引
越
し
の
作
業
は
実
際
大
変
で
し
た
。
40
年
間
に

わ
た
り
残
さ
れ
て
き
た
資
料
や
書
類
な
ど
の
数
は
膨

大
で
し
た
。
歴
代
の
大
切
な
資
料
・
書
類
は
き
ち
ん

と
残
し
つ
つ
、
だ
ぶ
っ
た
資
料
や
不
要
な
資
料
を
整

理
し
て
み
る
と
、
処
分
す
る
資
料
・
書
類
は
、
数
十

箱
に
及
び
ま
し
た
。

地
下
の
倉
庫
を
整
理
し
て
い
る
と
、
１
９
５
７
年

に
開
設
さ
れ
た
当
時
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
看
板

と
１
９
６
４
年
に
結
成
さ
れ
た
当
時
の
名
称
国
際
金

属
労
連
日
本
協
議
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
）
の
看
板
が

丁
寧
に
紙
に
く
る
ま
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
ま
し
た
。
結
成
40
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の

写
真
展
で
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
古
く
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
の

方
達
が
と
て
も
な
つ
か
し
が
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

引
越
し
の
当
日
は
、
労
金
か
ら
自
転
車
を
借
り
て
、

旧
事
務
所
と
新
事
務
所
の
間
を
何
度
も
往
復
し
ま
し

た
。
す
べ
て
の
段
ボ
ー
ル
や
キ
ャ
ビ
ネ
、
机
な
ど
が

撤
去
さ
れ
、
が
ら
ん
と
何
も
な
く
な
っ
た
薄
汚
れ
た

旧
事
務
所
の
フ
ロ
ア
を
見
て
、
35
年
間
お
世
話
に
な

っ
た
こ
の
事
務
所
と
も
今
日
で
お
別
れ
か
と
思
う
と

思
わ
ず
涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
務
局
の
ド
ラ
マ
を
じ
っ
と
見
守
り

つ
づ
け
て
く
れ
た
旧
事
務
所
に
感
謝
の
別
れ
を
告
げ

新
事
務
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

今
回
の
事
務
所
移
転
に
際
し
て
は
、
各
局
一
名
ず

つ
か
ら
成
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
総
務
局

が
主
担
当
で
組
ん
で
移
転
計
画
を
進
め
ま
し
た
。
事

務
所
の
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
、
机
や
イ
ス
、
キ
ャ
ビ
ネ

の
種
類
な
ど
細
部
に
到
る
ま
で
、
打
合
せ
は
十
数
回

に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
一
に
要
望
と
し
て

上
げ
ら
れ
た
の
が
、
新
事
務
所
で
は
ぜ
ひ
分
煙
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
職
場
環
境
の
向
上

の
面
か
ら
も
そ
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
会
議
室

の
隣
り
に
初
め
て
喫
煙
室
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

日
本
橋
時
代
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新
事
務
所
の
執
務
ス
ペ
ー
ス
（
04.

９
）

２
０
０
３.

12.

22
〜

大会議室 
 

喫煙ルーム 

中会議室 

書
庫
室 

兼 

コ
ピ
ー
室 

書庫室2
書庫室1

パントリー ストックヤード 
女子ロッカー 

エントランス 

ミーティング 
スペース 

議長室 

応接室 

応接会議室 

事務局長室 

執務スペース 

［日本橋新事務所の内部］



り
ま
し
た
。
旧
事
務

所
で
は
、
４
階
の
執

務
ス
ペ
ー
ス
は
禁
煙

で
し
た
が
、
３
階
の

会
議
室
・
応
接
室
ス

ペ
ー
ス
で
は
喫
煙
で

き
ま
し
た
。し
か
し
、

新
事
務
所
で
は
、
１

フ
ロ
ア
ー
の
た
め
、

会
議
室
も
禁
煙
と
し

て
分
煙
化
し
ま
し

た
。今

ま
で
三
徳
八
重

洲
ビ
ル
で
は
、
事
務

所
が
２
フ
ロ
ア
ー
に

分
か
れ
て
い
た
の

が
、現
事
務
所
で
は
、

１
フ
ロ
ア
ー
に
集
約

し
、
全
体
の
面
積
も

広
く
な
り
ま
し
た
。

執
務
ス
ペ
ー
ス
は
、

パ
ソ
コ
ン
作
業
が
し

や
す
い
Ｌ
字
型
机
を

取
り
入
れ
、
省
ス
ペ

ー
ス
型
の
効
率
的
な

事
務
所
と
な
り
ま
し

た
。事

務
所
は
、
事
務

局
執
務
ス
ペ
ー
ス
と

会
議
室
ス
ペ
ー
ス
、

役
員
室
ス
ペ
ー
ス
に

で
ふ
さ
が
れ
て
い
て
、
表
の
様
子
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
い
状
態
で
し
た
。

結
成
40
周
年
を
機
に
、
新
事
務
所
に
移
転
し
ま
し

た
が
、
こ
の
事
務
所
か
ら
ま
た
、
数
々
の
ド
ラ
マ
が

生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
結
成
50
年
、
60
年
の
時

に
は
、
ど
の
よ
う
な
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
と
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

９
月
３
日
の
第
43
回
大
会
で
第
７
代
議
長
と
な
っ

た
古
賀
新
議
長
は
、
事
務
所
で
の
顔
合
わ
せ
の
時
に

挨
拶
し
、「
Ｊ
Ｃ
事
務
局
の
皆
さ
ん
は
、
労
働
運
動

を
推
進
す
る
プ
ロ
集
団
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
っ

て
、
運
動
目
標
の
達
成
に
執
念
を
持
っ
て
、
自
身
に

厳
し
く
行
動
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
新
し
い
運
動
を

切
り
開
く
勇
気
と
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
ま
し
た
。

分
か
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
、
入

口
の
方
か
ら
組
織
総
務
局
、
国
際
局
、
政
策
局
、
労

働
政
策
局
の
順
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
室
ス
ペ
ー
ス
は
、
大
会
議
室
、
応
接
会
議
室
、

応
接
室
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
大
会
議
室
は
、
移
動

式
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
っ
て
中
会
議
室
と
大
会
議
室
の
二

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
員
室
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
議
長
室
、
事
務
局
長

室
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
書
庫
・
倉
庫
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ピ
ー
作
業

室
、
女
子
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
、
職
員
に
と
っ
て
う
れ
し
い
こ
と
は
、

窓
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
明
る
い
太
陽
の
光
が
見
え
る

こ
と
で
す
。
旧
事
務
所
で
は
、
窓
は
壁
と
キ
ャ
ビ
ネ

日
本
橋
時
代
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コ
レ
ド
近
く
江
戸
橋
１
丁
目
交
差
点
に
建
つ
新
事
務
所
ビ
ル

（
宝
明
治
安
田
ビ
ル
４
Ｆ
）

新
事
務
所
入
口


